
2019年12月号12月の安全運転のポイント

速度の出し過ぎなど危険な運転に陥りやすい

先急ぎは、次のような危険な運転につながるおそれが

あります。

・法定速度や道路交通環境に応じた安全速度を考慮せず

　に走行する。

・信号が黄から赤に変わっても強引に交差点を通過する。

・対向車の直前を右折する。

・追越しや進路変更を繰り返す。

・無理な割り込みをする。

・発進しかけている路線バスを追越す。

フロントピラーに隠される

フロントピラーも死角を作ります。フロントピラー自

体の幅は広くはありませんが、車からの距離が離れると

人を見えなくするほどの大きな死角になるため、身体の

小さい子どもはフロントピラーの中にすっかり隠れてし

まうことがあります。右折するときなどは、顔を少し動

かしてフロントピラーの死角に子どもが隠れていないか

確認しましょう。

ハンドルを握ると、特に先を急ぐ必要がないときでも、先を急ぐような運転になりやすいと言われてい

ます。忙しいとき、スケジュールに遅れが生じているときなどは、心理的にも先急ぎの傾向が強まります。

そこで今回は、先急ぎが運転に与える影響や先急ぎ運転を防止するためのポイントについてまとめてみま

した。
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イライラしたりカッカしやすい

先急ぎの気持ちが強くなると、自分の運転行動を妨げ

るものに遭遇するとイライラしたりカッカしやすくなり

ます。そのため、ちょっとしたことでクラクションを鳴

らしたり、パッシングをしてしまうことがあり、それが

「あおり運転」につながることさえあります。

　年末は、仕事納めで多忙な時期になります。また、年

末年始は多くの人が帰省し、道路が混雑します。そのた

め、この時期の運転は、"急ぎの心理"が働きやすく、安

全をおろそかにしがちです。そこで、急ぎの心理の危険

と交通事故の防止ポイントをまとめてみました。

他車（者）も急いでいる

　年末は得意先へのあいさつ回りなどで、急いで次の目

的地に向かわなくてはいけないことがあります。そのた

め、黄信号で強引に交差点に進入するなど、危険な運転

をすることがあります。このような急ぎの心理による危

険な運転は交通事故を招く要因となるので、ゆとりをも

った運転を心がけましょう。

　また、この時期は他車（者）も急いでいるので、交差

路の信号が赤に変わっても強引に進入してくる車と出会

い頭事故を起こしたり、歩行者などが急に横断してくる

ことがあります。周囲の車や歩行者の動きを予測し、突

然の飛出しなどに対応できるよう慎重な運転をしましょ

う。

不用意な車線変更をしない

　年末は渋滞に巻き込まれることが多くなります。その

ため、隣の車線が空いていると、あわてて車線変更して

しまうことがあります。このとき安全確認をせずに車線

変更をすると、後方から接近してきた車と衝突する危険

があります。

　車線変更するときは、必ず合図を出し、隣車線の後方

から車が接近してこないかを確認しましょう。

　また、隣車線が渋滞している場合、合図を出さずに目

の前に車線変更してきた車と衝突する危険があるため、

漫然と運転せず、「目の前に割り込んでくるかもしれな

い」と考えて、いつでも停止できるようにしておきまし

ょう。

安全確認が不十分になりやすい

　先を急いでいると、一時停止や徐行による安全確認が

不十分になりがちで、危険を見落としたり発見が遅れる

危険性が高まります。また、自分の目で安全確認をする

余裕がなくなり、前車の動きに追従して行動する、いわ

ゆる「つられ運転」に陥りやすくなります。そのため、

右折時に対向車と衝突したり、左折時に横断歩行者や自

転車と衝突する危険が高まります。

周囲の車の動きにつられて発車し、まだ動いていない前

車に追突するというケースがみられます。

　たとえば、信号待ちをしているとき、前々車が青信号

で発車したのを見てアクセルを踏んだところ、前車に追

突するケースがあります。また、渋滞に巻き込まれブレ

ーキペダルを踏んだ状態で隣車線を漫然と眺めていたと

ころ、隣車線の車が動き出したのを見て、「自車線の車

も動き出したのだな」と思いアクセルを踏んだところ、

自車線はまだ渋滞していて前車に追突するケースがあり

ます。

　このように、つられ運転による事故を防ぐには、必ず

前車が動きだしたことを確認してからアクセルを踏むこ

とです。

十分な車間距離をとる

　前車に追従するとき、車間を詰めた状態でスピードを

出して走行していると、前車が急に減速したときにブレ

ーキが間に合わずに追突する危険があります。とくに夜

間は全車との車間距離が判断しにくいため、急ぎの心理

が働くと車間を詰めてしまいがちです。急いでいるとき

こそ、十分な車間距離を取るようにしましょう。

　車間距離は時速100キロ以下では時速から15を引いた

数字、つまり時速60キロであれば、60－15で45メートル。

時速100キロを超えたときは、時速の数字をとるとよい

といわれています。ただし、目視で車間距離を測るのは

難しいため、前車が通過した地点を自車が通過するまで

２秒の間隔をあける「車間時間」を活用する方法もあり

ます。

余裕をもった運転計画を立てる

　年末に帰省するときは、時間に余裕を持たせた運転計

画を立てておくことが大切です。最近はパソコンで渋滞

予測を見ることもできるため、渋滞のピーク日や渋滞地

点を確認し、渋滞を回避した計画を立てるとよいでしょ

う。

　また、長距離運転の場合、目的地まであとわずかだか

らといって、休憩をせずに無理をして運転すると、疲労

などのため運転に集中することができず、交通事故を起

こす危険があります。目的地までの距離にかかわらず、

２時間運転したら必ず休憩をとるようにしましょう。

　さらに、同乗者が運転できる場合は、途中で運転を交

替してもらい、一人に運転の負担がかからないようにし

ましょう。

カキクケコ運転を実践する

　急いでいるときに実践してもらいたいのが、"カキク

ケコ運転"です。

カ：「カッカしない」

フロントピラーも死角を作ります。フロントピラー自

体の幅は広くはありませんが、車からの距離が離れると

人を見えなくするほどの大きな死角になるため、身体の

小さい子どもはフロントピラーの中にすっかり隠れてし

まうことがあります。右折するときなどは、顔を少し動

かしてフロントピラーの死角に子どもが隠れていないか

確認しましょう。

先急ぎが運転に与える影響

歩行者保護の意識が薄れる

ドライバーには歩行者を保護する義務がありますが、

先を急いでいるとその意識が薄れてしまい、横断歩道を

横断しようとしている歩行者がいても停止しない、右左

折時に歩行者の間をすり抜けて走行するなどの運転に陥

りやすくなります。

安全確認が不十分になりやすい

　先急ぎ運転になると、一時停止や徐行による安全確認

が不十分になりがちです。また、自分の目で安全確認を

する余裕がなくなって前車の動きに追従して行動する、

いわゆる「つられ運転」になりやすくなります。さらに、

交通場面におけるさまざまな死角に対する目配りもおろ

そかになりがちです。そのため、危険を見落としたり発

見が遅れる危険性が高まります。

早めの出発

先急ぎは割に合わないと考える

エコドライブに逆行する
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早めの出発を心がける

　先急ぎの気持ちは、遅れが生じるなど時間的余裕がな

くなった場合に強くなります。時間的余裕がなくなると、

人は何かを省略しようとしますが、運転の場合、ハンド

ルやアクセルなどの操作は省略できませんから、安全確

認などを省略しがちになります。こうした事態を防止す

るために、常に早めの出発を心がけましょう。

　また、日頃から運行経路における道路工事やイベント

などの情報を積極的に収集し、渋滞が予想されるときは、

より早い出発をするなどして、渋滞に巻き込まれても余

裕を持てるようにしておきましょう。そうすることで自

分の目による確実な安全確認ができ、「つられ運転」の

防止にもつながります。

先急ぎの運転を防止するポイント

　年末は、仕事納めで多忙な時期になります。また、年

末年始は多くの人が帰省し、道路が混雑します。そのた

め、この時期の運転は、"急ぎの心理"が働きやすく、安

全をおろそかにしがちです。そこで、急ぎの心理の危険

と交通事故の防止ポイントをまとめてみました。

他車（者）も急いでいる

　年末は得意先へのあいさつ回りなどで、急いで次の目

的地に向かわなくてはいけないことがあります。そのた

め、黄信号で強引に交差点に進入するなど、危険な運転

をすることがあります。このような急ぎの心理による危

険な運転は交通事故を招く要因となるので、ゆとりをも

った運転を心がけましょう。

　また、この時期は他車（者）も急いでいるので、交差

路の信号が赤に変わっても強引に進入してくる車と出会

い頭事故を起こしたり、歩行者などが急に横断してくる

ことがあります。周囲の車や歩行者の動きを予測し、突

然の飛出しなどに対応できるよう慎重な運転をしましょ

う。

不用意な車線変更をしない

　年末は渋滞に巻き込まれることが多くなります。その

ため、隣の車線が空いていると、あわてて車線変更して

しまうことがあります。このとき安全確認をせずに車線

変更をすると、後方から接近してきた車と衝突する危険

があります。

　車線変更するときは、必ず合図を出し、隣車線の後方

から車が接近してこないかを確認しましょう。

　また、隣車線が渋滞している場合、合図を出さずに目

の前に車線変更してきた車と衝突する危険があるため、

漫然と運転せず、「目の前に割り込んでくるかもしれな

い」と考えて、いつでも停止できるようにしておきまし

ょう。

安全確認が不十分になりやすい

　先を急いでいると、一時停止や徐行による安全確認が

不十分になりがちで、危険を見落としたり発見が遅れる

危険性が高まります。また、自分の目で安全確認をする

余裕がなくなり、前車の動きに追従して行動する、いわ

ゆる「つられ運転」に陥りやすくなります。そのため、

右折時に対向車と衝突したり、左折時に横断歩行者や自

転車と衝突する危険が高まります。

周囲の車の動きにつられて発車し、まだ動いていない前

車に追突するというケースがみられます。

　たとえば、信号待ちをしているとき、前々車が青信号

で発車したのを見てアクセルを踏んだところ、前車に追

突するケースがあります。また、渋滞に巻き込まれブレ

ーキペダルを踏んだ状態で隣車線を漫然と眺めていたと

ころ、隣車線の車が動き出したのを見て、「自車線の車

も動き出したのだな」と思いアクセルを踏んだところ、

自車線はまだ渋滞していて前車に追突するケースがあり

ます。

　このように、つられ運転による事故を防ぐには、必ず

前車が動きだしたことを確認してからアクセルを踏むこ

とです。

十分な車間距離をとる

　前車に追従するとき、車間を詰めた状態でスピードを

出して走行していると、前車が急に減速したときにブレ

ーキが間に合わずに追突する危険があります。とくに夜

間は全車との車間距離が判断しにくいため、急ぎの心理

が働くと車間を詰めてしまいがちです。急いでいるとき

こそ、十分な車間距離を取るようにしましょう。

　車間距離は時速100キロ以下では時速から15を引いた

数字、つまり時速60キロであれば、60－15で45メートル。

時速100キロを超えたときは、時速の数字をとるとよい

といわれています。ただし、目視で車間距離を測るのは

難しいため、前車が通過した地点を自車が通過するまで

２秒の間隔をあける「車間時間」を活用する方法もあり

ます。

余裕をもった運転計画を立てる

　年末に帰省するときは、時間に余裕を持たせた運転計

画を立てておくことが大切です。最近はパソコンで渋滞

予測を見ることもできるため、渋滞のピーク日や渋滞地

点を確認し、渋滞を回避した計画を立てるとよいでしょ

う。

　また、長距離運転の場合、目的地まであとわずかだか

らといって、休憩をせずに無理をして運転すると、疲労

などのため運転に集中することができず、交通事故を起

こす危険があります。目的地までの距離にかかわらず、

２時間運転したら必ず休憩をとるようにしましょう。

　さらに、同乗者が運転できる場合は、途中で運転を交

替してもらい、一人に運転の負担がかからないようにし

ましょう。

カキクケコ運転を実践する

　急いでいるときに実践してもらいたいのが、"カキク

ケコ運転"です。

カ：「カッカしない」

キ：「キにしない」

ク：「クヨクヨしない」

ケ：「ケンカをしない」

コ：「コセコセしない」

　これらは、急いでいるときに起こりやすいイライラし

た感情を抑えるためのキーワードです。急いでいるとき

こそ、自分の感情を冷静に見つめ、イライラした感情を

抑える運転をしましょう。

早めの出発

先急ぎは割に合わないと考える

エコドライブに逆行する

先を急いでも時間短縮にはならないと考える

　先を急いで速度を出したり、追越しや進路変更を繰り

返しても、信号交差点の多い一般道路では、それほど時

間が短縮されるわけではありません。むしろ危険な運転

行動による交通事故などのリスクが大きくなるだけです。

また、危険な運転行動は緊張感を伴いますから、疲労も

生じやすく、それが蓄積されれば漫然運転などの別なリ

スクも高まります。先急ぎの運転は「百害あって一利な

し」と考えましょう。

エコドライブを実践する

　追越しや進路変更を繰り返したり、車間距離をつめた

りすると、加速や減速の頻度も高くなりますから、交通

事故のリスクを高めるだけでなく、燃費も悪化させます。

一定の速度で走行し、できるだけ加速・減速を少なくす

る運転が、エコドライブのポイントの一つとなっていま

すから、これを実践していくことが、先急ぎ運転の防止

にもつながります。

　横断歩道を横断しようとしている歩行者がいるときは

一時停止して横断を妨げないようにすることはもちろん

ですが、歩行者の側方を通過するときは安全な間隔をあ

ける、通学路を走行するときは速度を落とすなど、歩行

者保護の運転を習慣づけましょう。

歩行者保護の運転を習慣づける

早めの出発で

ゆとりの運転

追いつかれた・・
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